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1　 津山市重点取組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 津山市立広戸小学校

調査結果について（調査結果において明らかになったこと）

成　果 課　題

※達成度 「Ｓ：目標を多きく上回った（１００％超）」「Ａ：目標を十分達成できた（８５％以上１００％未満）」「Ｂ：目標を概ね達成できた（７０％以上８５％未満）
「Ｃ：目標をある程度達成できた（５０％以上７０％未満）」「Ｄ：目標をあまり達成できなかった（３０％以上５０％未満）」「Ｅ：目標を達成できなかった（３０％未満）」

小中連携の取組 保護者・地域へ理解・協力を求めること

令和元年度全国及び岡山県学力・学習状況調査　　結果と今後の取組について【学校版：様式】

津山市重点課題 誰が（Ｗho） 何を（What）
いつまでに
（Ｗhen）

どのように（How）
達成される児童・生徒像

（数値目標）

学びのサイクル
（津山モデル）

授業改善と家庭学習をつなぐ
つまずき解消

学力向上担当　　　　　
各担任

〇授業の終わりに児童が自分の言葉で学習の振り返りができる時間を
確保する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇時数制限や段落指定などの条件を理解し、それに合った文章を書く
ことができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇自分の考えをもち、それを順序立てて説明することができる力をつけ
る。

年間を通じて 〇朝学習、授業、放課後学習、家庭学習を連動させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇朝学習や授業の中で、小テスト、プリント等で確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇学習指導のスタンダードに沿って授業を組み立て、振り返りの時間を毎時間きちんと確保する。　　　　　　
〇授業の中に書く活動を積極的に取り入れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇書いたことをほめたり、正解例を示したりする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇放課後学習などで活用問題に取り組みながら、書くことへの抵抗を減らしていく。　　　　　　　　　　　　　　
〇個人の課題に合わせたプリントにも取り組ませる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇家庭学習でも問題データベースを活用し、繰り返し定着を図る。

〇すべての児童が自分の言葉で学習の振り返り
をすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇求められている条件を理解し、それに合った文
章を書く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇問題文や選択肢をしっかり読み取る力をつ
け、算数の問題など実生活でも活用できるように
なる。

生活習慣の改善

スマホ対策と家庭学習の充実
（児童会・生徒会や家庭等）

学力向上担当　　　　　
生徒指導担当　　　　　　　　　　
各担任

〇家庭学習の定着と充実を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇スマホやゲーム等の使用時間の削減を図る。

年間を通じて 〇家庭学習の手引きを再度確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇参考になる自主学習ノートを展示したり、月ごとに全校が見える場所にノートのコピーを掲示したりし
て、意欲をもたせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇ノーメディアや「生活きらきらカード」の取り組みを通して、生活習慣について意識できるよう、児童や
家庭に積極的に呼びかける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇懇談会でメディアに関する資料を使ったり、講演会を行ったりして、保護者の管理意識を高める。

〇各学年決められた時間を意識し、家庭学習を
行う。３年生以上は、毎日自主学習をする。　　　　　　
〇スマホやゲームの時間を１日２時間以内にす
る。

何を（改善すべきこと）
いつまでに

（成果検証の期限）
どこまで

（対象と達成目標の設定）
どのように（方策）

達成状況
（12月末現在）

達成
度

達成状況
（年度末）

達成
度

次年度への改善点・重点課題

〇字数制限や、段落指定などの条件を
理解し、それに合った文章を書く。

〇２学期に学力定着状況確認
テスト行い、課題に対してどれ
だけ習得できているか検証す
る。

〇求められている条件を理解し、それに
合った文章を書く。

〇放課後学習などで活用問題に取り組みながら、書くこ
とへの抵抗を減らしていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇授業でも書く活動を積極的に取り入れる。　　　　　　　　　　　　
〇書いたことをほめたり、正解例を示したりする。

〇言葉や数値、図などをもとに、自分で
考えたり、考えを順序立てて説明したり
することができる。

〇２学期に学力定着状況確認
テストを行い、課題に対してど
れだけ習得できているか検証
する。

〇問題や選択肢をしっかり読み取る力をつ
け、算数の問題など実生活でも活用できる
ようになる。

〇家庭学習で問題データベースを活用し、繰り返し定着を図
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇授業でも書いたり話したりする活動を積極的に取り入れ
る。　　　　　　　　　〇既存のプリントを児童の実態に合わ
せて整理し、個人の課題に合わせたプリントに取り組ま
せる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇生活習慣の改善を図る。 〇１，２か月に一度、研修の時

間に家庭学習の状況を交流す
る。　〇学期末にアンケートを
行い、改善状況を検証する。

〇各学年、決められた時間を意識し、家庭
学習を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇スマホやゲーム、メディアに触れる時間を
１日２時間までとする。

〇自主学習ノートを展示したり、全校が見える場所に掲示し
たりして、意欲をもたせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇学活、朝の会や帰りの会等で、スマホやゲームの使い方等
継続して指導していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇学級懇談等を利用して、保護者の協力を仰ぐ。

〇県・全国学力学習状況調査の分析をもとに教科学力の向上を目指した授業改善の取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇家庭学習の手引きの共有化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇「ノーメディアにチャレンジ」週間を設け、家庭での過ごし方を家族で見直す機会をつくる。（勝北中ブロックで同期間に取り組む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇①靴揃え②チャイム着席（教職員も、チャイムに始まり、チャイムに終わらせる。）

〇家庭学習の手引きをもとに、家庭学習の習慣化を呼びかける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇自主学習への取り組みを通して、予習と復習を意識づける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇ノーメディアや「生活リズムきらきらカード」の取り組みを通して、生活習慣について意識できるように積極的に呼びかける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇メディアに関する資料を使ったり講演会をしたりして、保護者の管理意識を高める。

【学力状況調査の結果】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全国（小学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇国語については、県平均、全国平均と比べると正答率が高い.。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　
〇算数については、「数と計算」の領域については理解できている児童が多いが、「量と測定」の領域で課題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　
〇国語・算数ともに「書くこと」の領域で課題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
県（小学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　
〇３年生がは国語、４・５年生は国語・算数ともに県平均を上回っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇国語では、どの学年も基礎基本、活用問題ともに県平均を上回っており、特に活用問題との差が大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　
〇国語では指定された長さや条件に合わせて文章を書くことに課題がある。（４・５年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　
〇算数では、どの学年も数値や条件を読み取り、それをもとに説明することに課題がある。　

・１文を接続語を使って２文に分けて書く　：本校６３．６％（全国４７．８％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる。　：本校９０．９％（全国６８．２％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・図形の面積の求め方を記述する。　：本校２７．３％（全校４３．９％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【学習状況調査の結果】　

全国（小学校）
〇家庭での学習時間（１時間以上）の割合が７２．７％であり、全国平均（６６．１％）に比べて高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇「自分にはよいところがある」と思っている児童の割合は４５．５％で、全国平均（３８．８％）に比べて高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇「読書が好きだ」と答えた児童の割合は全国平均を２８．４％上回っているが、平日１時間以上読書をしている児童の割合は９．２％下回っている。　　　　　             　
県（５年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　
〇平日にゲームを２時間以上する児童の割合は２２．２％で、県平均（３３．３％）と比較すると低い数値となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇平日に携帯電話やスマホを２時間以上使用している（ゲーム以外）割合は２２．２％で、県平均(１３．９％）と比較すると高い数値となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇平日にテレビ等を２時間以上視聴する割合は３３．３％で、県平均（４７．６％）と比較すると低い数値となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇地域では、進んであいさつをしているが、学校では進んでしていないという児童が多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇毎日の学習で「めあて」「まとめ」「ふりかえり」を意識して書くことで、分かったことや苦手なところに気づき、意欲的に取り組むことができた。　　　　　　　　　　　　　　　
〇放課後学習で活用問題に取り組むことで、長文を読むこと、書くことに対して少しずつ慣れてきつつある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇朝学習に取り組むことで、基礎基本が身についてきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇自主学習のノートを掲示したり、がんばりを表彰したりすることで、取り組む意欲が高まった.。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇１年に一人１００冊を目標にしていることや、読書週間の取り組み等により読書量が増え、読む習慣がついてきている。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇国語科を中心に校内研究を進め、自分の考えをもち、書いたり伝え合ったりする活動を授業の中に位置づけてきたことで、少しずつ力がついてきた。　国
語については、３～６年すべて県、全国平均を上回った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                                                                      　
〇校内でテストの結果を分析し、課題を共通理解することで、苦手なところに取り組むことができた。              

〇字数を制限されたり、段落を指定されたり、条件付きで文章を書くことを苦手としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇考え方を解釈して説明を記述することを苦手としている児童が多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇家庭学習（特に自主学習）の質に改善の余地がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇全学年、テレビやゲーム、スマホ等の時間が少しずつ増え、生活習慣の乱れが見られる。　特に高学年になるとスマホの使用時間が増えており、使い方等につ
いての指導が必要である。

２ 全国及び岡山県学力・学習状況調査 結果及び成果と課題

３ 今後の取組


